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月
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Ⅱ
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〇
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土
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三
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九
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日
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相
国
寺
承
天
閣
美
術
館　

二
〇
一
九
年
度
後
期
展
示

茶
の
湯

―

禅
と
数
寄

概
要

第
一
展
示
室

日
本
文
化
を
代
表
す
る
︑
茶
の
湯
︒
そ
の
歴
史
は
禅
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
︒
禅
の
精
神
性
は
茶
の
湯
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
︑
多
く
の
禅
宗
美
術
の
な
か
に
そ
の
痕
跡
が
う
か
が
え
ま
す
︒
高
僧
の
墨
蹟
も
︑
そ
の
多

く
が
茶
の
湯
で
賞
翫
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
今
に
伝
わ
り
ま
し
た
︒

茶
の
湯
の
文
化
は
現
代
に
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
が
︑
時
代
と
共
に
変
化
し
続
け
て
き
ま
し
た
︒

権
力
者
の
茶
︑
千
利
休
の
侘
び
茶
︑
江
戸
時
代
の
金
森
宗
和
ら
の
﹁
き
れ
い
さ
び
﹂︑
そ
し
て
近
代
数
寄
者
の

茶
な
ど
︑
そ
の
享
受
の
あ
り
か
た
は
多
様
性
を
も
っ
て
広
が
っ
て
き
た
の
で
す
︒

相
国
寺
の
茶
の
湯
も
︑
時
代
と
共
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
︒
中
世
に
は
室
町
将
軍
家
の
唐
物
賞
翫
の
茶
の
湯

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
︒
戦
国
の
世
に
移
る
と
織
田
信
長
が
相
国
寺
で
茶
会
を
催
し
︑
そ
の
場
に
千
利

休
も
参
加
す
る
な
ど
︑
現
在
の
茶
の
湯
が
形
成
さ
れ
る
黎
明
期
に
相
国
寺
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
︒

そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
後
水
尾
院
の
文
化
圏
で
育
ま
れ
た
新
た
な
茶
の
湯
が
相
国
寺
や
そ
の
山
外
塔
頭
で
あ

る
鹿
苑
寺
で
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
︒

名
物
と
さ
れ
た
茶
道
具
達
も
様
々
な
人
物
の
手
を
経
て
︑
こ
こ
相
国
寺
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
︒
名
品
を
一

堂
に
取
り
揃
え
た
こ
の
展
覧
会
で
︑
ぜ
ひ
ご
賞
翫
く
だ
さ
い
︒

大
陸
か
ら
本
朝
へ
も
た
ら
さ
れ
た
喫
茶
文
化
は
︑
仏
教
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
︒
禅
寺
に
お
い
て
も
茶
は
修

行
生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
︑や
が
て
広
ま
る
茶
の
湯
の
世
界
に
禅
の
精
神
は
豊
か
に
息
づ
い
た
の
で
す
︒

主
要
展
示
作
品

重
要
文
化
財　
羅
漢
図　
大
光
明
寺
蔵　

※

画
像
１

重
要
文
化
財　
絶
海
中
津
墨
蹟　
十
牛
頌　
相
国
寺
蔵

十
牛
図　
周
文
筆　
相
国
寺
蔵

禅
と
茶

第
一
章

構
成

１



第
二
展
示
室

主
要
展
示
作
品

重
要
美
術
品　
足
利
義
満
一
行
書　
放
下
便
是　
相
国
寺
蔵　

※

画
像
２

江
天
暮
雪
図　
牧
谿
筆　
鹿
苑
寺
蔵　
Ⅱ
期
展
示

座
敷
飾
花
の
子
細
伝
書(

君
台
観
左
右
帳
記) 　
伝
相
阿
弥
筆　
慈
照
寺
蔵

重
要
文
化
財　
緑
釉
四
足
壺 

自
織
田
有
楽 

贈
昕
叔
顕
晫　
慈
照
院
蔵　

※

画
像
３

権
力
者
と
茶

第
一
章

第
二
章

主
要
展
示
作
品

重
要
美
術
品　
隔
蓂
記 

鳳
林
承
章
筆 

三
十
冊　
鹿
苑
寺
蔵

砧
青
磁
茶
碗　
銘
雨
龍　
鹿
苑
寺
蔵　

※

画
像
４

竹
花
入　
添
金
森
宗
和
消
息　
鹿
苑
寺
蔵　

※

画
像
５

鶺
鴒 

鳩 

尾
長
鳥 

鶏
図
座
屏　
狩
野
探
幽
筆　
相
国
寺
蔵

隔
蓂
記
の
茶

第
一
章

第
三
章

２

３

４

５

室
町
将
軍
の
茶
の
湯
は
︑
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
唐
物
を
中
心
と
し
た
も
の
で
し
た
︒
足
利
将
軍
の
塔

所
で
あ
っ
た
相
国
寺
も
ま
た
︑
五
山
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
︒
や
が
て
室
町
時
代
が
終
わ
り
︑

千
利
休
ら
の
侘
び
茶
の
時
代
が
訪
れ
ま
す
︒

江
戸
時
代
に
入
る
と
︑
相
国
寺
は
将
軍
家
で
は
な
く
天
皇
家
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
ま
す
︒
特
に
後
水
尾

院
を
中
心
と
し
た
寛
永
文
化
の
中
核
に
︑
相
国
寺
・
鹿
苑
寺
住
持
の
鳳
林
承
章
が
お
り
ま
し
た
︒
鳳
林
の
日

記
か
ら
当
時
の
茶
の
湯
文
化
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
︒



主
要
展
示
作
品

国
宝　
玳
玻
散
花
文
天
目
茶
碗　
相
国
寺
蔵　

※

画
像
６

重
要
文
化
財　
赤
楽
茶
碗　
加
賀　
本
阿
弥
光
悦
作　
相
国
寺
蔵　

※

画
像
７

重
要
文
化
財　
芦
屋
無
地
真
形
釜　
相
国
寺
蔵　

Ⅰ
期
展
示

重
要
文
化
財　
芦
屋
七
宝
文
真
形
釜　
相
国
寺
蔵　

Ⅱ
期
展
示

重
要
美
術
品　
影
青
透
彫
花
文
香
炉　
相
国
寺
蔵

重
要
美
術
品　
古
染
付
高
砂
花
入　
鹿
苑
寺
蔵

柳
鷺
図 
楚
石
梵
琦
賛 

黙
庵
霊
渕
筆　
慈
照
寺
蔵　

Ⅰ
期
展
示

重
要
文
化
財　
拙
庵
徳
光
墨
蹟　
金
渡
の
墨
蹟　
鹿
苑
寺
蔵　

Ⅱ
期
展
示

茶
道
具
の
名
品
と
数
寄
者

第
一
章

第
四
章

６７

近
代
に
な
り
寺
院
や
旧
家
か
ら
流
出
し
た
宝
物
は
︑
実
業
家
や
文
化
人
な
ど
の
茶
人
た
ち
に
蒐
集
さ
れ
ま
す
︒

そ
う
い
っ
た
数
寄
者
の
眼
に
よ
っ
て
︑
多
く
の
美
術
品
が
茶
の
湯
の
道
具
と
し
て
茶
席
に
登
場
し
ま
し
た
︒
日
本
の

美
術
は
茶
の
湯
の
精
神
に
よ
っ
て
時
代
を
経
て
守
り
継
が
れ
て
き
た
の
で
す
︒



天
目
茶
碗
と
禅
寺
の
茶
礼

第
一
章

み
ど
こ
ろ 

１本
展
覧
会
の
展
示
室
で
︑
初
め
に
ご
覧
戴
く
作
品
は
天
目
茶
碗
で
す
︵
Ⅰ
期
：
禾
目
天
目
茶
碗　
Ⅱ
期
：

黄
瀬
戸
珠
光
天
目
茶
碗
︶︒
ま
た
︑
釈
迦
の
弟
子
︑
羅
漢
を
描
い
た
重
要
文
化
財
の
絵
画
や
屏
風
な
ど
に
描
か

れ
た
天
目
茶
碗
︑
豊
臣
秀
吉
よ
り
相
国
寺
の
僧
侶
に
贈
ら
れ
た
古
瀬
戸
天
目
茶
碗
︑
そ
し
て
松
平
不
昧
公
旧

蔵
の
国
宝
︑
玳
玻
天
目
茶
碗
な
ど
︑
各
章
の
随
所
で
天
目
茶
碗
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
禅
寺
に
は
多
く
の
天
目
茶
碗
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
現
在
の
相
国
寺
の
法
会
の
茶
礼
に
用
い

ら
れ
る
茶
碗
も
ま
た
︑
天
目
茶
碗
で
あ
り
︑
現
在
も
方
丈
の
脇
に
は
茶
堂
︵
茶
寮
︶
と
い
う
水
屋
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
部
屋
が
現
存
し
て
お
り
ま
す
︒
本
展
覧
会
で
は
寺
で
大
人
数
を
も
て
な
す
際
の
天
目
の
数
茶
碗
︑

天
目
台
︑
天
目
盆
な
ど
も
展
示
し
︑
禅
寺
の
茶
と
共
に
あ
る
姿
を
ご
体
感
い
た
だ
き
ま
す
︒

住
持
の
日
記
か
ら
さ
ぐ
る
十
七
世
紀
の
茶
の
湯

第
一
章

み
ど
こ
ろ 

２第
三
章
﹁
隔
蓂
記
の
茶
﹂
の
﹃
隔
蓂
記
︵
か
く
め
い
き
︶﹄
と
は
︑
相
国
寺
九
十
五
世
お
よ
び
鹿
苑
寺
住
持

の
鳳
林
承
章
︵
ほ
う
り
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
︶
が
書
き
残
し
た
︑
三
十
三
年
間
に
及
ぶ
日
記
で
す
︒
鳳
林
は
公
家

の
勧
修
寺
家
出
身
で
︑
後
水
尾
院
の
外
戚
で
あ
り
︑
寛
永
文
化
を
主
導
す
る
中
心
的
な
人
々
と
の
交
流
が
あ

り
ま
し
た
︒
日
記
に
は
︑
茶
匠
︑
金
森
宗
和
と
の
交
流
な
ど
︑
当
時
の
茶
の
湯
を
牽
引
し
た
人
々
の
姿
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
本
展
で
は
︑
片
桐
石
州
よ
り
贈
ら
れ
た
茶
碗
︑
金
森
宗
和
に
作
成
を
依
頼
し
た

花
入
な
ど
︑
そ
の
日
記
に
登
場
す
る
茶
道
具
の
名
品
を
日
記
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
︒



相国寺承天閣美術館

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL : 075-241-0423

SHOKOKUJ I  JOTENKAKU MUSEUM

〔報道関係者様お問い合わせ先〕
「茶の湯―禅と数寄」広報事務局（TMオフィス内）
担当：馬場、松ケ根、清水
TEL ： 06-6231-4426　FAX ： 06-6231-4440
Email ： tyanoyu@tm-office.co.jp

開催情報 開催イベント

アクセス

Ⅰ期　 2019年10月5日（土）～12月22日（日）
Ⅱ期　2020年1月11日（土）～3月29日（日）

10:00～17:00（入館は16:30まで）
会期中無休
一般800円

（65歳以上・大学生600円  中高生300円  小学生200円）
※一般の方に限り、20名様以上は団体割引で各700円
相国寺承天閣美術館　日本経済新聞社　京都新聞
ＭＢＳ
一般財団法人萬年会

講師　大西清右衛門 （釜師 十六代）

日時　2019年11月23日（土）
　　　14：00～15：30　開場13：30
定員　当日先着８０名

開催時間
休館日
入館料

主催
協力
協賛

日程

ＪＲ京都駅より

●記念講演

●講座

京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

阪急電車烏丸駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

京阪電車 出町柳駅 ３番出口より徒歩20分、または市バス
市バス 59・201・203 号系統 同志社前下車 徒歩６分
市バス 102 号系統（洛バス）烏丸今出川下車　徒歩８分

※各イベントには当日の拝観券が必要です

「釜の鑑賞と楽しみ方」
講師　樂　直入 （陶芸家 十五代樂吉左衞門）

日時　2020年1月25日（土）
　　　14：00～15：30　開場13：30
定員　当日先着８０名

2020年2月22日（土）14：00～
講師　本多潤子（当館学芸員）

●ギャラリートーク

2019年12月7日（土）14：00～
2020年2月1日（土）14：00～
担当　本多潤子（当館学芸員）

「長次郎と光悦とわたし」

「禅寺に息づく茶」

●体験イベント

日時　　2019年11月9日（土）13：30～
講師　　京菓子司　俵屋吉富
参加費　【高校生以上・大人】おひとり様2,000円
　　　　【小学校・中学生】　おひとり様1,000円
定員　　５０名（要事前予約）
内容　　①菓子職人による実演
　　　　②菓子体験教室　お一人様３種類の生菓子を計３個制作（お持ち帰り）
　　　　③呈茶（お抹茶と季節の上生菓子）
持参物　エプロン・三角巾・マスク
お申込方法　当館ホームページ又はお電話
※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

「和菓子教室」


